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森
林
法
施
行
令
別
表
第
三
林
道
の
開
設
に
要
す
る
費
用
の
項
第
六
号
等
に
規
定
す
る
林
道
網
の
枢
要
部
分
と
な

る
べ
き
林
道
の
開
設
又
は
拡
張
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測

及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

指
針
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

森
林
法
施
行
令
別
表
第
三
林
道
の
開
設
に
要
す
る
費
用
の
項
第
六
号
等
に
規
定
す
る
林
道
網
の
枢
要
部
分
と
な
る
べ

き
林
道
の
開
設
又
は
拡
張
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を

合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省

令
（
平
成
二
十
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
に
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条

第
二
項
中
「
第
三
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」に
、「
第
三
条
第
二
項
中
」

を
「
第
十
七
条
第
二
項
中
」
に
、「
第
六
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
」に
、「
第
十
九
条
第
二
項
」

を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第

一
号
中
「
第
十
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
五
項
及
び
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
、「
調
査

手
法
」
を
「
調
査
の
手
法
又
は
予
測
の
手
法
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
五

項
」
に
、「
調
査
手
法
」
を
「
調
査
の
手
法
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
五

項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十

二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
号
」
に
改
め
、「
明
ら
か
に
」
の
下
に
「
で
き
る
よ
う
に
」
を
加
え
、
同
項
第
六

号
中
「
第
十
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
号
」
に
改
め
、「
明
ら
か
に
」
の
下
に
「
で
き
る
よ
う
に
」を
加
え
、

同
項
第
七
号
中
「
第
十
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
六
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う

に
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
十
六
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
、「
第

十
七
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
、「
明

ら
か
に
」
を
「
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条

と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

必
要
に
応
じ
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
客
観
的
か
つ
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
選
定

す
る
こ
と
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

事
業
者
は
、
事
後
調
査
の
終
了
並
び
に
事
後
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
環
境
保
全
措
置
の
実
施
及
び
終
了
の
判
断

に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
客
観
的
か
つ
科
学
的
な
検
討

を
行
う
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第

一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
案
ご
と
の
選
定
事
項
に
つ
い
て
の
環
境
影
響
の
比
較
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
当
該
区
域
等
に
関
す
る
複
数
案
か
ら
対
象
林
道
事
業
実
施
区
域
そ
の
他
の
事
項
の
決
定
に
至
る
過
程
で

ど
の
よ
う
に
環
境
影
響
が
回
避
さ
れ
、
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ

う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
を
「
か
ら
第
三
十
二
条

ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
手
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）」に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
第
六
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
関
す
る
」
を
「
つ
い
て
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
に
後
段
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
評
価
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第

一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
当
該
選
定
項
目
」
を
「
選
定
項
目
」
に
改
め
、同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
予
測
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
九
条
」
を

「
第
二
十
三
条
」
に
、「
当
該
選
定
項
目
の
」
を
「
選
定
項
目
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
条
第
三
項
各
号
」

を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
設
定
」
を
「
推
定
」
に
、「
将
来
の
環
境
の
状
況
の
推
定

に
」
を
「
当
該
推
定
に
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
当
該
事
業
」
を
「
対
象
林
道
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

五
条
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
調
査
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
選
定
項
目

に
つ
い
て
」
を
「
選
定
項
目
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
勘
案
し
て
」
を
「
勘
案
し
つ
つ
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
つ
い
て
の
情
報
を
踏
ま
え
、最
適
な
手
法
を
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
中
「
か
ら

第
十
三
条
ま
で
」
を
「
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
そ
の
発
生
量
」
を「
そ
れ
ら
の
発
生
量
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
計
画
段
階
配
慮

事
項
の
検
討
に
お
い
て
収
集
及
び
整
理
し
た
情
報
並
び
に
そ
の
結
果
を
最
大
限
に
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
要
因
（
以
下
「
影
響
要
因
」
と
い
う
。）」
を「
影
響
要
因
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
及
び
供
用
」
を
「
及
び
自
動
車
の
走
行
」に
改
め
、同
条
第
四
項
第
一
号
イ
中「（
気

象
、
大
気
質
、
騒
音
、
振
動
そ
の
他
の
大
気
に
係
る
環
境
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
イ
]
中
「
騒
音
」

を
「
騒
音
及
び
超
低
周
波
音
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「（
水
象
、
水
質
、水
底
の
低
質
そ
の
他
の
水
に
係
る
環
境
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
ロ
\
中「（
地
下
水
の
水
質
を
除
く
。
別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
第

四
号
イ
中「（
廃
棄
物
及
び
副
産
物
を
い
う
。
次
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
号
ロ
中「（
排
出
又
は
使
用

が
地
球
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
を
い
う
。
次
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）」を
削
り
、

同
条
第
六
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
等
の
選
定
に
係
る
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）」に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討
の
経
緯
等
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
」
を
加

え
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
林
道
の
延
長
」
を
「
対
象
林
道
事
業
の
規
模
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
事
業
」
を
「
対
象
林

道
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
]
中
「
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下
「
環
境
基
準
」
と
い
う
。）」
を
「
環
境
基
準
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
又
は
専
門
家
等
」
を
「
対
象
林
道
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け

る
範
囲
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
地
方
公
共
団
体（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
に
お
い
て「
関

係
す
る
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。）又
は
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
情
報
に
知
見
を
有
す
る
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
将
来
の
状
況
」
の
下
に
「
に
つ
い
て
予
測
さ
れ
た
結
果
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
か
ら
第
十
三
条
ま
で
」
を
「
か
ら
第
二
十
七
条
ま

で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
四
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

主
要
な
構
造
物
の
種
類
及
び
配
置
計
画

第
三
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五

条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
七
号
」に
、「
専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者（
以

下
「
専
門
家
等
」
と
い
う
。）」
を
「
専
門
家
等
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。
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